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令和４年９月末、当事業所（通所リハビリ・訪問リハビリ）の利用者状況になります。

通所・訪問リハビリの利用者状況

■ 通所リハビリ

■ 訪問リハビリ

CS30・TUGにおいて、維持・向上した方の割合が前回よりも増えました。

これらの向上は、転倒リスク軽減につながります。

訪問リハビリ支援により約９割の方が「生活活動の広がり」を維持・

改善することができました。前回の改善率よりも高い結果となり

ました。

通所リハビリふれあい・あおぞら、訪問リハビリの令和４年度上半期分の評価をまとめました。

前回（令和3年度下半期分）測定値よりも、維持・向上した利用者の結果は次の通りです。

握力体力の指標 ＣＳ３０下肢筋力の指標

ＬＳＡ

ＴＵＧ
歩行能力・バランス・

敏捷性等の指標

男女比

年齢比

介護度比

生活活動の広がり

の指標



数年前より、あおぞらをご利用しているＢ様。歩きにくくなったため、

下肢装具を新たなものへ作りかえました。新しい装具にしたことで歩行時

の動揺が減り、足の躓きや引きずり歩行の改善がみられました。Ｂ様は

「今後は背中を伸ばして、もっと早く歩けるようになりたい。」と、

体操やマシーン訓練、歩行練習に意欲的に取り組んでいます。

装具は、ベルトや角度調節などのメンテナンスや、使用目的・歩行状態に

合わせた装具の変更が必要です。

装具に関するお悩みがありましたら、

ぜひ、リハビリ専門職へ

ご相談下さい。

＊B様の新たな装具作成については、

別府リハビリテーションセンター

外来リハビリテーションにて作成しました。

「転倒せずに家での生活を続ける」という目標

に向けて、日々リハビリに取り組んでいるＡ様。

加えて、「孫とひ孫に団子汁を作ってあげる」こ

とも目標の一つ。身体の動きが低下しないように

日々リハビリに取り組まれています。ご本人から

は、新しいふれあいに移転し、『毎日が楽しい』

『リハビリ機器が増えて良かった』『建物内がき

れいになって明るくなった』などの言葉が聞かれています。90歳を越えても

『家族の為に何かをしてあげたい』という強い気持ちが、リハビリ意欲の原動

力になっています。これからも目標達成に向けてお手伝い

していきます。

通所リハビリ ふれあい

通所リハビリ あおぞら

目標に

向けて

装具リニューアル



当事業所は、令和３年４月より科学的介護情報システム（LIFE）を活用しています。これは、自立支援・重

度化防止に効果が高いとされる科学的介護の推進を目的に創設された厚生労働省のシステムです。

『通所リハビリでの効果的なリハケアの提供』に向け、利用者の心身に関わる評価・情報を定期的にLIFEへ

提出しています。

令和４年５月に、利用者情報（令和４年２月提出分）に関するフィードバックが送られてきました。内容は次

の通りです。

科学的介護情報システム（LIFE）

活用しています！

■当事業所と全国平均を比較

①バーセルインデックス65点以

上の方の割合は６か月前と比べ

殆ど変化ありませんでした。

ADL維持に貢献できていること

が伺えます。

②ADL維持・改善割合は、全国

値よりも高い結果となりました。
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受付窓口担当者：通所リハビリ部門 渡辺・伊藤 0977-67-1714（直）・訪問リハビリ部門 浅野 080-4752-4992（直）

ＡＤＬの結果


